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〔海の状況（10／16～11／15）〕 

・神子地先の表面水温… 10月中旬から下旬にかけて 20.9～22.3℃の範囲で、概ね平年並み（平年差±0.5℃） 

であったが、11月上旬から中旬にかけては 17.2～19.4℃の範囲で平年よりやや低め 

(平年差-1.0～-0.5℃)からかなり低め(平年差-1.5～-1.0℃)であった。（図 1） 

・米ノ地先の表面水温… 期間をとおして 18.4～22.0℃の範囲で、概ね平年よりやや低め(平年差-1.0～

-0.5℃)であった。（図 2） 

 

若狭湾および周辺海域の水温は、昨年同月に比べ表面(0ｍ)では若狭湾の一部や石川県沿岸域で前年より高く

(24～26℃)なっていたが、水深 50ｍでは前年より低く(18～20℃)なっていた。水深 200ｍでは前年の京都・兵

庫沖合域は 4～8℃であったが、今年は 2～4℃であった。（図 3） 

 
図3.若狭湾およびその周辺海域の水温分布図（日本海区水産研究所の日本海漁場海況速報より抜粋） 
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 11月 6日にズワイガニ漁が解禁されました。解禁された 6日から 15日までの漁模様をお知らせします。 

 ○期間中の操業延日数は 328日(対前年比：98％)で、操業隻数は 72隻(対前年比：100％)でした。 

 ○漁獲量につきましては、雄ガニ 34ｔ(対前年比：83％)、雌ガ二 100ｔ(対前年比：95％)でした。 

 ○1kgあたりの単価につきましては、雄ガニ、雌ガ二ともに前年を上回りました。 

 今年度の解禁日は荒天により、少ない漁模様となりましたが、越前漁港での初セリでは、「極」に 37万円と

いう過去最高の値がつけられました。 

 ※漁獲量等のデータは、福井県底曳網漁業協会から提供されたものを参考にしています。 

〔県内の漁模様：10月〕 

  2016年 10月の県内の総漁獲量は 1,339tで、昨年同月を 500t上回った。  

 〔定置網〕 

    漁獲量は 1,006tで、昨年同月を 539t上回った。サバ類、ブリ類、サワラ等は昨年同月を上回り、アジ類、カツ

オ類、カマス等は下回った。 

 〔底びき網〕 

   漁獲量は 278tで、昨年同月を 35t下回った。アカガレイ、カマス、スルメイカ等は昨年同月を上回り、キダイ、

キス類、ケンサキイカ等は下回った。 

 〔釣り・その他〕 

   漁獲量は 55t で、昨年同月を 3t 下回った。アマダイ、メバル類、ソデイカ等は昨年同月を上回り、マダイ、ス

ルメイカ、タコ類等は下回った。 

 

〔近隣府県の漁模様〕 

（漁獲状況…石川県：10月の定置網の 1日あたりの漁獲量。京都府：10月に JF京都漁連舞鶴地方卸売市場へ水揚げされた定置網の 1日あたりの漁獲量。

兵庫県：10/1-10/31の余部定置網の1日あたりの漁獲量。鳥取県：10月中旬～11月上旬のまき網の1統あたりの漁獲量。） 

 石川県…定置網…サワラ類9.7t、マサバ9.5t、フクラギ(500g～2kgのブリ)3.7t、マアジ2.7t、ガンド(2～4kgのブリ)0.5t 

 京都府…定置網…ブリ(ツバス主体)6.7t、サワラ類5.7t、サバ類1.5、カワハギ類0.8t、マアジ0.6t、シイラ0.6t 

 兵庫県…定置網…マアジ169kg、ツバス103kg、マサバ36kg、イシダイ20kg、カワハギ9kg、サワラ1kg 

鳥取県…まき網…マアジ30.1t、マサバ24.4t、マイワシ6.1t、ウルメイワシ6.1t、カタクチイワシ6.9t、ブリ類2.3t 

越前ガニの漁模様 

 



 

 

今年のマハタ種苗生産は順調！ 養殖試験で1.5kgの個体も！ 
 

福井県水産試験場では、福井の海では養殖生産が困難とされてき

た暖海性のマハタについて、満1才魚から海面養殖を始めることに

より、養殖期間を短くし、安定した養殖を可能とするための技術開

発を行っています。大きな研究テーマは次のとおりです。 

第1のテーマはマハタ種苗の安定生産です。孵化仔魚
し ぎ ょ

が非常に小

さいため初期における飼育が非常に難しく、トラフグやマダイのような手法では生産出来ません。

そこで、飼育水槽を無通気とする独自の飼育技術を開発し、安定生産ができるようになりました。

今年の9月には全長10cmで、目標の1,000尾を超える1,200尾の生産に成功しました。現在、全長17

cm、100gくらいにまで成長しています。 

第2のテーマは冬期生産の低コスト化です。マハタは水温が低くなると成長が悪くなるので、良

い成長が得られる20℃～22℃の水温で飼育しています。飼育水を温める手段としては、一般的に

はボイラーで加温する方法がとられていますが、長期間の飼育では生産コストが高くなってしま

います。水産試験場では、閉鎖循環飼育システムを作成し、飼育水を浄化して再利用することで

コスト削減を目指しています。昨年までの試験でも、水槽を断熱することで大幅にコスト削減が

できましたが、今年は飼育している建物そのものを断熱することでさらにコストを下げる試験を

実施しています。今月上旬に断熱天井を作成したところ、外気が10℃以下になっても室温は20℃

前後に維持され、ヒーターを使用しなくても飼育水温は22℃以上に保たれています。過去この時

期のヒーター無し閉鎖循環飼育では、飼育水温が17℃前後にまで下がりましたが、今年は22～23℃

もあるので、断熱天井の効果は絶大です。また、室温と水温の温度差が2～3℃と小さいため、結

露も防止できています。本格的な寒さはこれからなので、引き続きコスト削減に向けた研究を行

っていきます。 

第3のテーマは海面養殖での安定生産と成長です。水産試験場で生産した平均172～215gの魚を

用い、平成27年5月29日から水産試験場の生簀を用いて養殖試験を開始しました。試験区は自動給

餌器で毎日餌を与えた自動給餌区2面と、2日に1回の手撒き給餌区を1面設けました。養殖開始か

ら1年半後の28年11月21日に測定をしたところ、平均体重は970～1,107gとなり、最大個体は1.5kg

を超えていました（写真1）。最も大きくなった試

験区は自動給餌1区で、次いで自動給餌2区、手撒

き区の順でした。少し成長差があるように見える

かもしれませんが、スタート時のサイズの差がそ

のまま表れただけで、ほぼ同じ成長率でした（図1）。

マハタは自動給餌器による養殖でも良い成長が得

られることが分かりました。 

また、養殖期間中の平均生残率は97.

4％と高い値が得られています。 

このように、現在研究している養殖

手法により、福井県の海でもマハタの

安定した生産ができることが分かりま

した。今後は大量生産、実用化に向け

た研究に取り組みたいと思っています。 

 （畑中宏之） 

マハタ 

図１ マハタ養殖試験区の体重変動 
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写真１ 養殖試験で生産した1.5kgのマハタ 
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